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 本研究では，コイルの幅を 6 mm に設定し，超音波を測定点に集束させた．また，新しい磁石の配置によ
り，従来の磁石の配置と比べ振幅を 21 % 増幅できる． 
第 4 章では，内表面に鱗片状模様がなくて，ほぼ滑らかな内表面をもつ円弧状減肉の部分を研究対象とした．
CW-EMAR法とPW-EMAR法のスペクトルを得るため，同期検波及びスーパーヘテロダイン位相測定の原理を説明し，







 解析により，CW-EMAR法に対して，傾斜角度が 3°の場合，厚さ h が 9 mm，12 mmの最大誤差は厚さ h が 
6 mm の 0.4 mm から 0.2 mm に減少したが，PW-EMAR法に対して，傾斜角度が 3°の場合，厚さ h が 9 mm，































配置と比べ振幅を 21％ 増幅できる． 
(2) 滑らかな内表面を持つ円弧状減肉試験片に対して，CW-EMAR法とPW-EMAR法を適用した．CW-EMAR法は精度
が高いため，減肉率が速く，減肉形状が複雑である箇所のモニタリングに適用できる．一方，PW-EMAR法
は測定時間が短いため，減肉率が低く傾斜角度が小さい箇所の定期的な点検に適用できる． 
(3) FACにより腐食された鱗片状内表面のある実機配管試験片に対する肉厚測定を行った．CW-EMAR法は従来の
超音波厚さ計と同じ精度を持つが，PW-EMAR法はそれに比べて精度が低くなる．緻密な鱗片状がある箇所
ではPW-EMAR法は最大厚さと最小厚さの間の値を示し，それ以外の箇所ではほぼ最大厚さを示す． 
(4) 2つの受信コイルを持つダブル受信EMATによる受信信号の共鳴ピーク値の振幅比により減肉進展状況を推
定できる可能性がある． 
本研究により，重大事故を引き起こす可能性があるFACによる配管減肉の管理において，EMATを用いて，CW-EMAR
法とPW-EMAR法をそれぞれ配管のモニタリングと定期的な点検に適用し，ダブル受信EMATによる受信信号の共鳴
ピーク値の振幅比から減肉進展状況の推定を行うことで，減肉管理の高度化が実現できると考えられる． 
 
